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 先週は、米朝首脳会談などがあり、朝鮮半島統一に向けた動きが加速しそうになってき

ましたが米中貿易摩擦がひどいことになってきそうです。 

 外交と貿易は別問題で進んでいきそうですが米国は中国だけでなく、かなりの国に対し

て関税を強化し、その報復措置のような形が各国で対応する形になってきました。 

 日本も他人事ではなく、この影響が経済成長のブレーキになるリスクもあります。 

ユーロ圏の利上げはまだ先ということで、日欧の金融政策は緩和状態がまだ続きそうです。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は５月後半の高値の１１１．４円を超える動きがでるかどうかに注目。 

１０８－１１１．５円程度のレンジを動いていますがどちらかにブレイクすれば新たな動

きになりそうですが１０９、１１０円台中心の停滞した動きが続く可能性も。 

     

＜気になるクロス円＞ 

 

 ユーロ安の流れはまだ続いているため１２５－１３０円のレンジを意識したいです。 

クロス円も軟調な動きのものが多いため売り戦略も取り入れながらトレードしたいです。 

 新興国通貨は週足で下げ止まるまで買いは慎重になりたいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では全国消費者物価指数などがあります。 

米国では住宅着工件数、中古住宅販売件数、フィラデルフィア連銀製造業指数などが発表

されます。 

欧州ではユーロ圏でとドイツで製造業・サービス業ＰＭＩなどがあります。 

ほかには、オーストラリアでＲＢＡ議事録、スイスと英国で政策金利、英国でＢＯＥ議

事録の発表などがあります。 


